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第 6 章 パテントマップ作成ソフトを利用したマッピング事例 

 

 

6－1 パテントマップ作成ソフトを利用したマッピング紹介 

 

 本章では、今回作成したマッピングソフトを利用したマッピング事例を紹介する。 

事例で利用するテーマは、経口薬関連で薬を飲んだときの苦みをマスキングする技術、浴

槽排水関連技術、ホームページの閲覧制限関連技術である。テーマ毎に、検索結果の特許出

願件数推移グラフ表示、スコアリング処理、特許公報相互の引用・被引用関係マッピングを

組み合わせて提示する。 

 

6－2 経口薬の苦みマスキング技術 

 

本節では、薬を飲む際の苦みマスキング技術のマッピングを行う。 

ここでは、検索初心者の研究者を想定してテキスト検索から開始することとした。公報全

文に「経口」が含まれる、公報全文に「苦み」「苦味」のいずれかあるいは双方が含まれる、

公報全文に「マスキング」が含まれる、公報全文に「フレーバー」が含まれる特許公報、以

上の要素を共通集合で検索すると 120 件が抽出された（図表 6－1）（図表 6－2）。 

 

（図表 6－1）当初の検索 
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（図表 6－2）当初の検索で抽出された 120 件の特許公報 注）１頁目のみ表示した 

 

 次に、この 120 件の経年別出願件数をマッピングする（図表 6－3）。 

（図表 6－3）当初検索で抽出された 120 件の経年別出願数推移 
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 図表 6－3 を見ると、本テーマで検索した特許出願数推移には二つのピークがあり、各々

1997 年に 13 件、2002 年に 19 件となっている。そこで、1997 年を例に、出願された 13 件を

調べると「三栄源エフ・エフ・アイ株式会社」が、スクラロースという甘味料、化学式 C12H19Cl3O8 

に関する出願を集中的に出願していることがわかる（図表 6－4）。 

（図表 6－4）当初検索で抽出された 120 件で 1997 年の特許出願  
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 次にスコアリング処理によるマッピングを行う。公報全文に「経口」が含まれるものを一

倍、公報全文に「苦み」「苦味」のいずれかあるいは双方が含まれるものを一倍、公報全文に

「マスキング」が含まれるものを一倍、そして公報全文に「フレーバー」が含まれるものを

十倍として重み付け検索を行った（図表 6－5）。 

（図表 6－5）検索語句で「フレーバー」のみを十倍の比重でスコアリング 

 

 スコアリングによるマッピング結果を図表 6－6 で表示する。ここで最上位に表示された公

開特許公報平成 10－167988 号に絞り、次頁以降で引用関係マッピングを行うこととする。 

（図表 6－6）「フレーバー」のみ十倍でスコアリングした結果 注）１頁目のみ表示した 

 

「フレーバー」のみ十倍

の重み付け 
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 公開特許公報平成 10－167988 号で引用されている特許公報のマッピング（図表 6－7）。 

 

（図表 6－7）公開特許公報平成 10－167988 号の引用関係 

 

上記のマッピングを参考に、リスト中で被引用回数が多い特許公報の被引用関係を更に調査す

ると効率的な研究が可能である。 

次頁に、これらの引用関係を特許群で検討する（図表 6－8）。 
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（図表 6－8）公開特許公報平成 10－167988 号の引用関係特許群 

 

 最も参照件数（被引用件数）が多い公報は、公開特許公報平成 01－242524 で発明の名称は

「シロップ剤」である。出願日は 1988 年 3 月 22 日、この時点でシメチジン等の経口投与時

に苦味をマスキングする技術としてグリチルリチン酸またはその塩と甘味料を適切な比率で

加えるシロップ剤を調整する技術が開示されていることになる。 
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6－3 浴槽排水関連技術 

 

本節では、前節と同様の手法を利用して、浴槽配水関連技術マッピングを行う。 

引用・被引用関係の起点となる公報は、あらかじめテキスト検索で絞り込んだ公開特許公

報 2007-211579 号を利用する。この出願の一部は特許第 3886055 号として登録されている。 

（図表 6－9）公開特許公報 2007-211579 号の出願経緯 

 

本出願では、特許第 3886055 号として登録された後に公開特許公報 2007-211579 号が発行

されているため、別途、山口大学の学生が手作業で作成した公開特許公報 2007-211579 号の

出願経緯図を参考資料として示した（図表 6－9）。 

次に、図表 6－10－1 から図表 6－10－5 で本公開公報の引用関係マッピングを表示する。 

（図表 6－10－1）公開特許公報 2007-211579 号の引用関係 
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（図表 6－10－2）公開特許公報 2007-211579 号の引用関係 続き 

 

（図表 6－10－3）公開特許公報 2007-211579 号の引用関係 続き 

 



  － 59 － 

（図表 6－10－4）公開特許公報 2007-211579 号の引用関係 続き 

 

（図表 6－10－5）公開特許公報 2007-211579 号の引用関係 続き 
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前頁までの公開特許公報 2007-211579 号引用関係マッピングで、最も被引用数が多い公開

特許公報平成 03-260230 号について過去方向に引用関係を調べると引用文献は存在しなかっ

た。従って、本出願が重要特許・基本特許である可能性が高いと思われる。 

（図表 6－11）公開特許公報平成 03-260230 号の引用関係 

 

 

（図表 6－12）公開特許公報平成 03-260230 号の被引用関係 

 

 念のために、同公開特許公報の被引用関係マッピングを図表 6－12 に示した・ 
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（図表 6－13）公開特許公報 2007-211579 号の引用関係特許群

 

前節の苦味マスキングの特許群表示と同じく、一定のグルーピング化が成立していること

がわかる。 
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6－4 閲覧制限技術 

 

本節では、閲覧制限技術のマッピングを行う。引用・被引用関係の起点となる公報は、あ

らかじめテキスト検索で絞り込んだ公開特許公報 2002-116972 号を利用する。出願日は 2000

年 10 月 11 日、発明の名称は「情報閲覧方法及びシステム並びに情報閲覧用プログラムを記

憶した記憶媒体」である。 

（図表 6－14）公開特許公報 2002-116972 号の被引用関係 

 

 

 

前節までと同様に、被引用件数

の最も多い公開特許公報平成

11-015840 の引用を調査する。

ここからの引用がないので、公

開特許公報平成 11-015840 が重

要特許・基本特許の可能性があ

る。 


